










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 45 号（2019 年 3 月 15 日）
ですね。
　　というようなところで，どういう所が危険
につながりやすいかっていう考えの下に，安
全マップを作ったりしますね。交通ですとか，
そういった自分たちの生活する場におい
てっていうことですかね。そんな勉強もして
おりますね。
Ｑ：ちなみに，学校での児童生徒への指導と
違ってくるかもしれないんですけど，学校の
立場から見て，ここの公園のこの辺りが
ちょっと危険だな，行政にちょっと相談して
みたりとか，そういうことはあるんですか。
Ａ：それはもう，何ですかね，学家地連ってい
うのがあるんですよ。学校・家庭・地域連携
共同体っていうのがありまして，学校の代表
が出ていきまして，管理職も含め，それから
いろんな学校の安全面の担当ですね。それか
らＰＴＡの役員の方，それから地域の校外委
員の方などと地域の通学路などを見ているん
ですね。
　　それから地域の例えば警察の方，それから
区役所の方も代表で来ていただいて，例えば
通学路で歩道が非常にちょっとガタガタして
いて危ないとか，木が出てて非常に歩きにく
いとか，ここは非常に車の通りが多いので制
限できないかとか，そういうことを話し合っ
て，警察の方とか区役所の土木課の方を目の
前にして，その場で対策をお願いしたりです
とかね。看板を付けてもらったりとか，電柱
に巻くようなものを付けてもらったりとかい
うようなことをやっておりますね。
９．学校教育の課題と意義
－おわりに代えて
Ｑ：はい。いろいろお話しいただきましたけれ
ども，最後の最後で学家地連，学校・家庭・
地域連携ということに今，行き着いてきてい
ますが，また戻って学校教育の意義っていう
ところにもつながりますね。
Ａ：やはり子どもたちにとって１番の基本にな
りますのでね。地域の子どもたちをどう育て
ていくかというところの，いろんな話し合い
をしっかりやっていくことが大切ですね。保
護者への理解，地域への理解をしていくため
の学校の活動のあり方も，実のあるものにし
ていくことが大切だと思います。そしてそれ
ぞれの中で，地域の教育力，家庭の教育力，
学校の教育力を高めていくことが一つの理想
になると思います。
Ｑ：なるほど。前半の話と後半の話と，現代的
課題を考えた上で，最後にそういった学校安
全，学校事故について考えていく中で，やは
り課題の中に見えてくることが，逆に言うと
学校教育の意義を高めることにもつながって
くると感じました。この辺りで終えさせてい
ただきます。ありがとうございました。
